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生徒の主体性・協働性を引き出す音楽科における鑑賞授業の開発

小林藍子

Curriculum Development of Music Appreciation Classes to Promote Student 

Activity and Collaboration in Junior High School 

Aiko KOBAYASHI 

1 問題の所在と研究の目的

2016年日月の文部科学省の「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」において、

次期学習指導要領の改訂の方向性が示された。その中では、育成すべき資質・能力の柱として①

生きて働く「知識・技能」の習得、②未来の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現カ等」

の育成J、③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かうカ・人間性」の緬養、の 3つの柱

が明確化された。この資質・能力を育成するための手段として位置づけられているのがアクティ

ブ・ラーニングであり、「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の実現を目指すための学

習・指導の改善・充実を進めることが求められている。

音楽科におけるアクティブ・ラーニングの「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の

実現のためには、活動と学びの関係性や、活動を通して何が身に付いたのかという観点から授業

改善を進めることが求められている。「主体的な学び」では、生徒が歌ったり聴いたりすることに

よって自ら課題を設定し、それを追究していくことが大切であり、音楽によって自己のイメージ

や感情を喚起させ、自らの力で音楽を形づくっている要素を聴き取って課題を設定し、探究して

いくことが「主体的な学び」の実現につながると考える。また、「対話的な学び」については、教

師主導の一方的な授業展開から、グループにおける話し合い活動や全体でのまとめを丁寧に扱っ

ていくことが大切であり、生徒同士の互いのやり取りの中で音楽的な特徴を発見したり、共感し

たりする学びの過程が大切だと考える。「深い学び」は、歌ったり聴いたりするという体験を通し

て、友だちと協力して学ぶことによって、実際の生活や地域の中でも生かせるカを育てていくこ

とであると考える。さらに、音楽を包指的に見ることができ、音楽的な見方や考え方を働かせて

音楽と主体的に関わることによって、生涯にわたって自分の人生を豊かにしていく見方や考え方

を育んでいくことが「深い学びj として考えられる。

現行の中学校音楽科の学習指導要領の内容は「表現」と「鑑賞」の 2つの領域で構成されてい

る。音楽科という教科は、子どもたちが実際に演奏したり、身体を動かして表現したり、体験を

通して学んでいくという特徴をもっている。アクティブ・ラーニングの視点で考えると、表現領

域においては主体的・協働的に学ぶ場面が多い。例えば、合唱では曲に対する自分の思いを表現

するために、友だちと歌調について話し合ったり、自ら課題を設定してパート練習に取り組んだ

りというように、主体的・協働的に学ぶ場面が多い。一方、鑑賞領域においては主体的・協働的

な学びだとは言い難い状況もある。鑑賞の授業では、曲を鑑賞して教師の解説を聞き、感想を書

くという一斉授業の形態が多く、筆者もこの形態をとってきた。それは他教科に比べて授業時数

が少ないことから断続的な授業になりがちであるため、鑑賞時聞が確保できないことが要因とし

てあげられる。さらに、授業内容が学校行事の合唱に重点が置かれてしまい、合唱が行事を支え
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る位置にあることから、授業内容が合唱中心となってしまっていることもある。また、地域の実

態から見てみると、小規模校が多いために音楽科教員は小中学校兼務を行ったり、複数教科を掛

け持ちしたりすることが少なくない。このことから研修の時聞が確保できず、教材研究に費やす

時聞が確保できないという実態もある。

そこで、このような問題や課題を背景に、音楽科における鑑賞教育に焦点を当て、充実した音

楽教育を行っていくために鑑賞授業の現状や課題を探り、アクティプ・ラーニングの視点を取り

入れたカリキュラム開発を行うことで鑑賞授業の在り方を追究する。さらに、単元開発、授業実

践と評価を通して筆者の授業者としての授業観の変容を明らかにする。

具体的には研究 Iとして、 S市立A中学校の音楽科教員と協働的に鑑賞教育のアクティブ・ラ

ーニングを取り入れた中学校 1年生、 2年生、 3年生の教材を開発し、授業実践を行う。データ

の収集に関してはピデオカメラ、 1Cレコーダーを使用し、グループごとの発話を記録する。こ

れらのデータを分析し、生徒の主体的、対話的な学びについて具体的に検証していく。また、ワ

ークシートを用いることによって、主体的な学び、深い学びが起きているかを検証する。さらに、

研究Eではアクティブ・ラーニングを取り入れた鑑賞授業の在り方について実践授業を公開し、

その効呆を、研修会を通して検証する。

2 研究の方法

2-1 研究 Iの方法 主体性・協働性を意識した鑑賞領域における系統性を踏まえた単元開発

全国の教育センターのHPに掲載されている音楽科の鑑賞授業の指導案を分析し、その傾向を

つかむ。また、中学校 1年生、 2年生、 3年生の鑑賞教材を扱い、授業実践を通して実証的にそ

の効呆を検証する。授業実践にはDVDとタブレット端末を用いて、グループ活動の発話から I

CTの効呆を検証する。タブレット端末に楽曲を入れ、自由に繰り返し聴くことができる環境を

作ったその効果を発話分析から明らかにする。

(1) W魔王』 平成 27年 11月 11日 S市立A中学校 1年生

1年生を対象に「魔王」を鑑賞教材とした『詩の内容と音楽が一体となった歌曲のよさを味わ

おう』を 2時間で構成し実施した。グループ学習では、タブレット端末と拡大楽譜を用いて楽曲

の特徴を見つける活動を行った。グループ学習から音楽の要素を知覚しているかを検証する。

( 2) Wフーガト短調』 平成 28年 6月 10日 S市立A中学校2年生

2年生を対象に「フーガト短調」を教材とした『旋律が追いかけるように重なり合っていくお

もしろさを味わおう』を 2時間で構成し実施した。グループ活動ではタブレット端末と拡大楽譜

を用いて、楽曲の特徴を見つける活動を行い、その後、全体でまとめる活動を行った。紹介文の

分析を通して学習した内容の定着が図れているかを検証する。

( 3) W名づけられた葉』 平成 28年 7月 15日 S市立A中学校3年生

表現領域と鑑賞領域を融合させた教材開発を行った。 3年生を対象に、混芦3部合唱「名づけ

られた葉」を教材とした。 8時間で構成したうちの 2時間を鑑賞と位置づけた。最初の 2時間を

鑑賞の時間とし、楽曲全体とパートごとの音源から曲の特徴を見つけ出した。残りの 6時間を鑑

賞での学びを生かして、パートごとに効果的な合唱練習の計画を生徒たちに立てさせた。表現領

域と鑑賞領域を融合させた、その効果を明らかにする。
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